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客観性が高い、事業の優先順位付け手法 

 

概要  

 高度成長期に集中的に整備された社会資本の老朽化が進み、計画的な改築・更新が必要です。 

 厳しい財政状況の中で、効果が高い事業を選別して、優先順位を明確にする必要があります。 

 市民の理解を得るためには、客観性が高い手続きを採用することが有用です。 

 推奨する手法には、次のものがあります。 

 定量化が難しい便益の項目を、有識者・専門家の判断で定量化します ⇒階層分析法(AHP) 

 定量的であるが金銭化が難しいデータを評価項目として扱います ⇒包絡分析法(DEA) 

分析法① 階層分析法 （ Analytic Hierarchy Process : AHP ） 

 評価点の内訳から、事業の評価理由（優先順位を高くした要因）を確認することが容易です。 

 

 

テーマ 優先順位付け 

  キーワード 階層分析法(AHP)、包絡分析法(DEA) 

評価項目の洗い出し 

評価の体系化 

有識者・専門家へのヒアリング 

評価項目・事業のウェイト算定 

総合評価点に基づく順位付け 

対象事業の評価に採用すべき項目を整理します。定性的な項目も

対応可能です。 

評価項目を体系的、かつ分かりやすく整理します。 
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（体系化のイメージ) 

①評価項目同士の相対的な重要性、および、②ある評価項目から

見た事業の相対的な重要性を、一対比較法（注１）と呼ぶ方法により

確認します。 

ヒアリング結果より、評価項目・対象事業のウェイト値を、幾何

平均法（注２）により決定します。 

ウェイト値を重み付け加算して総合評価点を求め、点数の大小に

より優先順位を整理します。 
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順位 （順位付けのイメージ) 

(注１)一対比較法とは、２つの項目を

比べて、一方が他方に比べて、どの程

度重要であるかを確認する方法です。 

(注 2)幾何平均法とは、ｎ個のデータ

Xn の積のｎ乗根(X1･X2･･･Xn)(1/n)

を平均値とする方法です。 
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分析法② 包絡分析法 （ Data Envelopment Analysis : DEA ） 

 さまざまな評価項目を、事業の①アウトプット（事業効果）、②インプット（コスト）に区

分して評価に取り込み、インプットあたりのアウトプットの大きさ（効率性）を分析します。 

 客観的な計算手法（線形計画法）により、評価点を算定します。重み付けのためのアンケー

ト調査は不要です。 

 

評価項目の洗い出し 

評価項目の整理 

評価点（効率値）の算定 

評価点に基づく順位付け 

対象事業の評価に採用すべき項目を整理します。定量的であ

るが、金銭化が困難な項目が対象となります（「あり」「なし」、

「非常に」「かなり」「やや」のような定性的なものは不可）。 

評価項目を、事業との関係に基づき、①アウトプット、②イン

プットに区分します。 

（評価項目区分のイメージ) 

アウトプット 

インプット 

効率改善、安全性向上、環境保全 

 費用、工期、環境負荷 etc 

1) 事業の効率性（＝アウトプット／インプット）を、線形

計画法により、定量的に分析します。 

3) 効率的フロンティアの事業を最高点（効率値＝１）、フ

ロンティアから最も遠い（＝アウトプット最小、または

インプット最大）事業を最低点（効率値＝０）となるよ

うにして、事業の評価点を決定します。 

2) 具体的には、「アウトプットが大きい」あるいは「イン

プットが小さい」の観点から、効率性が高い事業の集合

（効率的フロンティアと呼ぶ）を見いだします。 

アウトプット

アウトプット イ ン プ ッ ト

イ ン プ ッ ト

（アウトプットに注目した分析） （インプットに注目した分析） 効率性が高い

事業の集合（＝

効率的フロン

ティア） 

効率性が高い

効率性が低い

評価点の大小により優先順位を整理します。 
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